
毛呂山のゆずがテレビで紹介されました
　12月17日、ＮＨＫの昼番組「ふるさと一番」で

毛呂山町のゆずが紹介されました。写真は、阿諏訪

でゆず農家を営む大野孝昭さんと謙一さん親子が、

産業まつりゆずの部で表彰された盾を持ち、旅人の

篠
さ さ い

井英
えいすけ

介さんにゆずの香りの楽しみ方を説明してい

るリハーサルのシーンです。このあと一緒にゆず畑

でゆずの収穫を行ったり、自宅でゆず料理を味わっ

たりしました。たわわに実ったゆずと美しい里山の

風景が全国に生中継され、毛呂山町の魅力をＰＲす

る絶好の機会になりました。

毎週水曜日は、午後 7時まで窓口開庁しています。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
第
44
代
ア
メ
リ
カ
大
統

領
に
オ
バ
マ
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
彼
は

「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
前
面
に
出
し
、
み
ご
と

大
統
領
に
就
任
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
新
し
い
風
が
大
き
く
吹
き
始

め
た
感
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
８
月
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
50
年
以
上
続
い
た

自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
と
政
権
の
「
チ
ェ

ン
ジ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ

ほ
ど
の
自
民
党
の
壊
滅
的
な
惨
敗
は
予
想

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
選
挙
と
は
い
え
、
多
く
の
新
人
候
補
の

当
選
に
対
し
、
驚
き
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
11
月
に
全
国
町
村
長
大
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
そ
の
際
に
来
賓
の
鳩
山
総
理
大

臣
に
対
し
、
地
方
に
軸
足
を
置
い
た
「
地

域
主
権
」
の
確
立
を
早
期
に
実
現
し
て
ほ

し
い
旨
の
意
見
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
国
税
お
よ

び
地
方
税
は
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
と
く

に
雇
用
の
面
で
は
就
職
氷
河
期
を
超
え
る

厳
し
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
デ
フ

レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
進
行
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
な
る
景
気
低
迷

の
様
相
を
高
め
て
き
て
い
ま
す
。
鳩
山
総

理
大
臣
に
は
、
疲ひ

へ
い弊
し
た
地
方
が
早
く
元

の
元
気
な
姿
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
政
策

の
実
現
に
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
の
本
町
の
出
来
事

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

　

２
月
、
消
防
署
に
高
規
格
救
急
車
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

３
月
、　

東
武
越
生
線
の
川
角
駅
、
武

州
長
瀬
駅
、
東
毛
呂
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

お
よ
び
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た

（
武
州
長
瀬
駅
の
多
目
的
ト
イ
レ
は
平
成

24
年
度
設
置
予
定
）。

　

４
月
、　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を

入
院
・
通
院
と
も
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大

し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
水
道
料

金
を
値
下
げ
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
割
と
均
等
割

の
二
方
式
に
変
更
し
、
更
な
る
税
の
公
平

性
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

７
月
、　

西
大
久
保
地
内
の
葛く

ず
が
わ川
放
水

路
が
、
約
30
年
の
歳
月
と
22
億
５
千
万
円

を
費
や
し
て
竣し

ゅ
ん
こ
う工し
ま
し
た
。

　

８
月
、　

毛
呂
山
中
学
校
３
年
生
、
瀬

戸
大だ

い
や也
君
が
、
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大

会
で
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
と
４
０
０
メ
ー

ト
ル
の
個
人
メ
ド
レ
ー
で
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
対
抗
で
も
、
毛
呂

山
中
学
校
に
在
籍
の
生
徒
が
活
躍
し
、
全

国
総
合
２
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

９
月
、　

町
内
に
優
良
企
業
を
誘
致
す

る
た
め
、
毛
呂
山
町
企
業
誘
致
促
進
条
例

を
定
め
ま
し
た
。

　

10
月
、　

町
内
循
環
バ
ス
の
「
ゆ
ず
号
」

と
「
や
ぶ
さ
め
号
」
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
町
内
に
３
か
所
目
の
学
童
保
育
所

が
泉
野
小
学
校
区
に
開
所
し
ま
し
た
。
毛

呂
山
中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
肺
炎
を

予
防
す
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
者
に
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
（
70
歳
以
上
の
人
に
１
人
あ

た
り
３
０
０
０
円
を
助
成
）。

　

12
月
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
に
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
（
１
歳
か
ら
中
学
校

卒
業
時
ま
で
の
子
ど
も
に
、
１
回
あ
た
り

１
５
０
０
円
を
助
成
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
昨
年
は
各
分
野
で
数
多

く
の
新
規
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
住
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
、
順

調
に
町
政
運
営
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
一
年
の
施
策
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
県
の
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、

平
成
22
年
度
末
の
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス

全
面
開
通
に
向
け
て
工
事
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
幹
線
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
な
ど
の
土
木
関
係
に
つ
き
ま
し
て

毛呂山町長　小沢　信義

毛
呂
山
町
の
一
年
を
振
り
返
って

今
年
の
主
な
事
業
に
つい
て
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は
、
生
活
道
路
の
整
備
と
合
わ
せ
、
引
き

続
き
長
瀬
駅
前
野
久
保
線
事
業
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
上
町
保

育
園
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
場
所
へ

新
保
育
園
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
よ
り
子

育
て
が
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
角
中

学
校
と
泉
野
小
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
し
て
引
き
続
き

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
と
総
合
公
園
を
含
む
体

育
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
指
定
管
理
者
を
置
く
こ
と
で
利
用
者

に
対
す
る
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
10
月
31
日
か
ら
11
月

３
日
に
か
け
て
「
や
ぶ
さ
め
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
関
東
近
県
か
ら
８
市
町

の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
が
毛
呂
山
町
に
集
い
、
流
鏑
馬

を
通
し
て
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
今
年
も
住
民
の
皆

さ
ま
が
よ
り
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
住
民
皆
さ
ま
が
健
康
で
幸
せ

な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　　　

受賞おめでとうございます
叙
じょくん

勲

共同募金運動奉仕者表彰

　～長年にわたり、教育および防衛行政の分野に貢献～
　瑞宝小綬章
　　小峯　賢

まさる

さん（阿諏訪）、　渡邊　譲
ゆずる

さん（双葉団地）
　～長年にわたり、防衛および警察の分野に貢献～
　瑞宝双光章
　　小野塚博

ひろい

英さん（双葉団地）、川
かわまた

俣　三成さん（西大久保）
　～長年にわたり、防衛の分野および矯正業務に対し貢献～
　瑞宝単光章
　　仁

にへい

平　修さん（ゆずの木台）、木村　光昭さん（ゆずの木台）

※今回掲載した受賞者は、平成21年７月１日から12月31日までの間に
国、県などから表彰を受けた人で、町などを通じて申請手続きを行った
人を中心に掲載しています。

　厚生労働大臣表彰　平林　重利さん（岡本団地）

地方自治功労賞

　埼玉県知事表彰　小沢　信義さん（西戸）

全国体育指導委員連合 30 年勤続体育指導委員表彰

毛呂山町体育指導委員副委員長　青木　國
くにえ

衛さん（川角）

彩の国コミュニティ協議会会長表彰
久保　きくさん（第一団地）、髙野マサエさん（第一団地）

社会教育委員連合会長表彰

　社会教育委員連合会長表彰　伊
い り

理　昭一さん（前久保）

埼玉県スポーツ少年団表彰

　毛呂山ウイングスレディース代表　石井　実さん（ゆずの木台）

善行表彰

　埼玉県知事表彰　株式会社　鶴ヶ島ゴルフ倶楽部

　～長年にわたり、社会教育の分野に貢献～

　～長年、スポーツ少年団指導者として青少年健全育成に貢献～

　～長年、体育指導委員として生涯スポーツの振興に貢献～

　～迅速な応急処置および普段の準備が他の模範となる事に対して～

埼玉農林業賞
　～都市住民への安全で安心できる農作物の提供など、集落機能
　の活性化への取り組みに対する表彰～
　いきいき高齢者部門表彰　かまきた直売運営協議会

（埼玉県表彰）

（地区表彰）
農業委員会入間地方協議会表彰
　～長年、地域農業の発展に寄与した功績が顕著～

　～共同募金の運動を通して福祉活動に携わってきた功績を評価～

シラコバト賞

　～長年、地方自治の発展に尽力～

　～日常、身近なところで住みよい地域社会の実現のため、積極
　的実践活動を地道に続けている活動と功績を顕彰～

農業委員表彰　小久保英男さん（葛貫）、粟田　秀彦さん（大類）



次の人は税務署で申告してください。
●土地、家屋、株式などの譲渡所得の
　ある人
●青色申告の人
●平成20年分以前の申告をする人
●国外に居住する人を扶養している人
●山林所得のある人

◆◆ 申告の受付日程表 ◆◆

受 付 日 受      付      地      区　　な　　ど
午前（９時～ 11 時） 午後（１時～４時）

２月　３日（水）還付申告
の人 給与所得者で、所得税の還付申告をする人（住宅借入金等特別控除、医療費控除など）

２月　４日（木）

２月５日から10日の受付地区は、大字（町名）です
２月　５日（金）

年金収入
のみの人

大字岩井・下川原、平山、岩井東 大字小
こ だ や

田谷・苦
にがばやし

林、中央

２月　8 日（月） 大字大谷木・前久保、南台 大字西
さ い ど

戸・葛
つづらぬき

貫・毛呂本郷

２月　9 日（火） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月 10 日（水） 大字川角・長瀬、岩井西
大字阿

あ す わ

諏訪・大類・権
ごんげんどう

現堂・宿
しゅくや

谷・滝ノ入・西大久保・

箕
み の わ だ

和田、目白台

２月16日以降の受付地区は、行政区です
２月 16 日（火）上町、中町、毛呂病院ケアハウス 下町、金

かねづか

塚、埼玉医大福祉棟、ジョイム毛呂山

２月 17 日（水）東
とううん

雲、小田谷、西
にしうら

裏団地 平山、平山ニュータウン

２月 18 日（木）前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台

２月 19 日（金）沢田　 大
だ い し

師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会

２月 20 日（土）指定日に来られない人

２月 22 日（月）大師一区 長瀬一区、総庭団地

２月 23 日（火）長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地

２月 24 日（水）滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪

２月 25 日（木）大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日
にっせい

生団地

２月 26 日（金）第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地

２月 27 日（土）指定日に来られない人

３月　1 日（月）第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西
にしはら

原団地

３月　２日（火）第三団地 毛呂山台

３月　３日（水）角
つ の き

木団地 学園台、日
に っ か

化団地、旭台団地（北・南）

３月　４日（木）川角、玉
ぎょくりんじ

林寺 むさし野自治会、谷
や ば た

端団地

３月　５日（金）西大久保 旭台、旭台（大）、大類、苦林

３月　８日（月）下川原 西戸、東
とうはら

原団地

３月　９日（火）市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会

３月 10 日（水）

指定日に来られない人
３月 11 日（木）

３月 12 日（金）

３月 15 日（月）

※インフルエンザが大流行した場合には、感染防止のため申告会場を閉鎖することがあります。

申告期間 　2月16日(火)～3月15日(月)
　還付申告の人／2月3日(水)、4日(木)
　年金収入のみの人／2月5日(金)、8日(月)、9日(火)、10日(水)
受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時（混雑状況により午前中に受付をしても相談が午後になる場合があります）
相談場所　毛呂山町役場　２階会議室
問 合 せ　町県民税について／役場税務課  町民税課税係  ｔ（295）2112内線195・196
　　　　　所得税などについて／申告案内コールセンター（申告案内窓口）ｔ（235）9411

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

申告のご注意 !!
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今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
受
付
が
、
２
月
16
日
火
か
ら

３
月
15
日
月
ま
で
の
期
間
に
行
わ

れ
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
お
よ
び
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の

申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
日
以
外

の
申
告
受
付
日
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
20
日
土

　

・
２
月
27
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
21
日
日

　

・
2
月
28
日
日

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
毛

呂
山
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
や
地
代
・

家
賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人

※
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
て
い
る
配

当
所
得
に
関
し
て
は
申
告
不
要
で

す
が
、
申
告
し
た
場
合
、
総
合
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人
（
申
告
書
裏
面

の
「
９ 

所
得
が
無
か
っ
た
人

の
記
載
欄
」
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
が
必
要
な
人

 

給
与
所
得
が
あ
る
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
退
職
所
得
以
外

の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

・
平
成
21
年
中
の
給
与
な
ど
の
収

入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人

 

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

事
業
所
得
の
申
告
は
、
で
き
る

だ
け
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

・
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
原
則
と
し
て
平
成
21
年

分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収

書
か
ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を

整
理
、
計
算
し
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

　
　

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
れ
ば
還
付
申
告
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
共
に
す

る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族
の

た
め
に
、
平
成
21
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
合
計
金
額
か
ら
、
健

康
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
総
所

得
金
額
な
ど
の
５
パ
ー
セ
ン
ト

（
10
万
円
が
上
限
）
を
差
し
引
い

た
残
額
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
21
年
分
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②
平
成
21
年
中
の
医
療
費
の
領
収

書
・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
も
の(

事
前

に
個
人
・
医
療
機
関
ご
と
に
医

療
費
を
計
算
し
て
く
だ
さ
い)

③
印
鑑　

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自

己
の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取
得
、

ま
た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た
人
で
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
税

制
改
正
に
よ
り
平
成
21
年
か
ら
平

成
25
年
ま
で
の
間
に
入
居
し
た
場

合
、
所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ

た
人
は
、
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら

控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で

に
入
居
し
た
場
合
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
に
と
も
な
い
、
所

得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、

住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で

き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、

年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給
与
所
得

者
は
、
住
民
税
の
申
告
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
。

●
雑
損
控
除

　

火
災
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受

け
た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
５

千
円
を
超
え
る
寄
付
を
し
た
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の

住
所
地
の
市
町
村
に
、
平
成
21
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
２
月
１

日
月
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報

告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
専
従
者

や
従
業
員
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
21
年
中
に
土
地
・
建
物
・

山
林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換

し
た
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
は
、
税
務

署
で
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
に
し

た
が
っ
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
青
色
申
告
の
人
は
税
務
署

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日

町
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
申
告

申
告
は
で
き
る
だ
け
指
定
日
に

還
付
申
告

ご
存
知
で
す
か
？

申告のお知らせ
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平
成
21
年
分
の
申
告
期
間
お
よ

び
納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
は
、
「
自
分
で
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
す
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
期
間
／
２
月
16
日
火
～
３

月
15
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
月

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　

確
定
申
告

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
３
月

31
日
水
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

申
告
期
間
／
２
月
1
日
月
～
３

月
15
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
月

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い

た
め
大
変
混
雑
し
ま
す
。
お
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
川

越
税
務
署
は
、
「
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
」

か
ら
徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
税
務
署
は
、
通
常
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、
作

成
済
の
申
告
書
な
ど
は
、
必
要
書

類
と
と
も
に
、
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き

ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０―

８
６
６
６
川
越
市

大
字
並
木
４
５
２―

２

川
越
税
務
署

※
控
え
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明

記
の
上
、
切
手
貼
付
済
の
も
の
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
申
告
や
法

定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書
の

交
付
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
手
続
き
を

行
え
る
も
の
で
す
。
納
税
に
つ
い

て
も
、
全
税
目
に
つ
い
て
、
ペ
イ

ジ
ー
対
応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
利
用

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
、
確
定

申
告
書
な
ど
の
各
種
用
紙
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
本
人
の
電
子
証
明
書
を
付

し
て
、
申
告
期
限
内
に
行
う
と
、

最
高
5
千
円
の
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
平
成
19
年
分
ま
た
は

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控

除
の
適
用
を
受
け
た
人
は
、
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）
。

◎
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載

内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
で
き
ま
す
（
３
年
間
は
、
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
管
し
て
く

だ
さ
い
）
。

◎
還
付
金
は
早
期
処
理
を
し
て
い

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

　

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ　

h
ttp

:/
/
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●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に

遅
れ
る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便

利
・
確
実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

税
務
署
ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関

に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

所
得
税
／
４
月
22
日
木

消
費
税
／
４
月
27
日
火

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
る
還
付
金
の
受
取
り
が
大
変
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
申
告
の
際
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種

類
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
入

す
る
だ
け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な

ど
の
変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
や
姓
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口

で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

２
月
10
日
水
～
３
月
10
日

　

水
午
前
９
時
～
11
時
（
相
談

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）、
午
後
１
時
～
３
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
お
休
み
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
前
中
に

受
付
さ
れ
て
も
相
談
が
午
後
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
、

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の

申
告
を
す
る
人
、
給
与
所
得
者

で
平
成
21
年
中
に
退
職
を
し
た

な
ど
年
末
調
整
が
お
済
み
で
な

い
人

※
源
泉
徴
収
税
額
の
な
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
、

右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１

階
（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

所
得
税
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
!!

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

川越税務署地図

申告のお知らせ

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　申告案内コールセンター

　（申告案内窓口）ｔ（235）9411

※自動音声応答に従い「0」番を選択

　してください

至ふじみ野市

至川越市街

至川越 JR川越線 至大宮

スーパーマーケット

川越税務署

コンビニエンス
ストア

南古谷駅

至富士見市　　県道川越・新座線

県
道

並
木・川
崎
線

南古谷
駐在所

川越税務署川越税務署南古谷
駅前
南古谷
駅前

N
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国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

や
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
す
べ
て
の
人
の
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
を

除
き
、
学
生
や
家
族
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
収
入
の

全
く
な
い
人
も
、
申
告
が
毎
年
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
申
告
の
な
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
額
の
軽
減
措
置
や

高
額
療
養
費
の
保
険
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
方
法

に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
５

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
定
基
準
額
以
下
の
収
入
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

額
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
減
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
世
帯
ご
と
に
加
入
者
お
よ

び
世
帯
主
の
合
計
所
得
額
を
算
定

基
礎
と
し
て
判
定
し
ま
す
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
は
、

所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

納
付
済
額
に
つ
い
て
の
『
納
付
額

確
認
書
』
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
の
際
に
は
、
お
手
数
で

も
ご
自
身
で
領
収
証
の
領
収
日
と

金
額
を
確
認
の
う
え
、
ご
申
告
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
額
確
認
書
に
つ
い

て
は
、
お
電
話
で
の
お
問
合
せ
の

ほ
か
、
来
庁
い
た
だ
け
れ
ば
発
行

し
て
い
ま
す
。

税
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

納
付
額
確
認
書
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿

医
療
制
度
）
の
施
行
に
と
も
な
い
、

こ
れ
ま
で
の
普
通
徴
収
（
納
付
書

納
付
お
よ
び
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
）
に
加
え
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
）
が

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

要
件
は
左
記
の
と
お
り
で
、
全

て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
主
が
、

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
４
月

上
旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し
ま

す
。
す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る
人
は
、
２
月
の
特
別

徴
収
額
と
同
額
を
、
４
月
・
６
月
・

８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
税
額
と

し
て
徴
収
し
ま
す
。
平
成
22
年
度

の
年
税
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
当

初
（
６
月
）
の
納
税
通
知
書
で
通

知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中

の
収
入
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
正
し
い
年
税
額
は
、
所

得
確
定
後
の
６
月
に
な
ら
な
い
と

通
知
で
き
ま
せ
ん
。
税
額
を
年
金

保
険
者
に
通
知
を
す
る
の
に
、
さ

ら
に
２
か
月
以
上
か
か
る
た
め
、

特
別
徴
収
対
象
者
の
年
金
か
ら
実

際
に
徴
収
で
き
る
の
が
10
月
以
降

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら

特
別
徴
収
が
開
始
に
な
る
人
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
額
を
６
等
分
し
た
額
を
便
宜

上
「
仮
徴
収
」
と
し
て
４
月
・
６

月
・
８
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

し
、
確
定
し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴

収
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を

３
等
分
し
た
額
を
「
本
徴
収
」
と

し
て
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年

金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、
「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書
」
に
よ
る
申
請
に
よ
っ
て
、

口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
い
ず
れ
の
方
法
で
納
付
し
て

も
、
税
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の

面
で
は
、
世
帯
主
以
外
の
口
座
を

指
定
し
た
場
合
、
口
座
所
有
者
が

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
た
め
、
税
額
に
影
響
が
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

年
金
保
険
者
に
通
知
す
る
な
ど
所

定
の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
受
理
後
に
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
を
実
際
に
停
止

す
る
ま
で
３
か
月
程
度
要
し
ま
す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
預
金
通
帳
な

ど
の
口
座
の
わ
か
る
物
、
預
金

口
座
の
届
出
印

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
申
込
み
の
手
続

き
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
印
鑑

だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線

１
９
５
・
１
９
６
、
納
付
額
に
つ

い
て
／
役
場
税
務
課
納
税
係
ｔ

内
線
１
９
３
・
１
９
４　

●申告の必要がない人●

・確定申告、住民税申告をした

本人

・給与以外の収入がなく、勤務

先から町に報告されている人

・収入が公的年金のみの人

・15歳以下の人

●特別徴収の要件●

・世帯主本人が国民健康保険加入者。
・加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯。
・世帯主が公的年金を年額18万円以上受給

している。
・世帯主の介護保険料が年金から特別徴収

されている。
・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、

世帯主の年金受給額の2分の１を超えてい
ない。

仮
徴
収
と
本
徴
収

平
成
21
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

皆
さ
ん
へ

国保マスコット健康まもるくん

国
民
健
康
保
健
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す
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泉野小学校
　

本
校
で
は
、
生
活
力
（
規
律

あ
る
態
度
・
体
力
）
の
確
実
な

定
着
が
確
か
な
学
力
向
上
を
生

ん
で
い
ま
す
。
泉
っ
子
の
見
事

な
向
上
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

①
学
力
・
体
力
向
上
の
基
盤
は

　

生
活
や
学
習
の
規
律
の
確
立

②
教
職
員
の
共
通
理
解
・
共
通

　

指
導

　

生
徒
指
導
委
員
会
な
ど
を
機

能
化
し
、
達
成
率
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

・
月
生
活
目
標
達
成
率
の
向
上

・
年
間
重
点
目
標
達
成
率
の
向
上

 

（
挨
拶
・
廊
下
歩
行
・
無
言
清
掃
）

・
「
規
律
あ
る
態
度
」
達
成
率
の

　

向
上

※
規
律
あ
る
態
度
で
の
生
活
ぶ

り
は
、
泉
っ
子
と
職
員
の
誇
り

で
す
。

①
お
は
よ
う
タ
イ
ム
の
工
夫
（
50

　

メ
ー
ト
ル
ダ
ッ
シ
ュ
や
な
わ
跳
び

　

・
長
な
わ
跳
び
に
挑
戦
）

②
泉
野
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
の

　

活
用

③
体
育
授
業
の
充
実
（
運
動
量    

　

確
保
）

④
業
間
休
み
や
昼
休
み
（
青
空

　

タ
イ
ム
）
の
工
夫

※
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
で
は
全

96
種
目
中
82
種
目
で
埼
玉
県
標

準
値
を
越
え
ま
し
た
。

※
運
動
会
や
支
部
体
育
大
会
で

の
活
躍
と
き
び
き
び
と
し
た
集

団
行
動
は
常
に
称

し
ょ
う
さ
ん

賛
の
的
で
す
。

①
国
語
科
の
授
業
研
究
の
充
実

「
豊
か
に
読
み
取
り
、
生
き
生
き

と
表
現
す
る
児
童
の
育
成
」

・
主
題
や
要
旨
の
確
実
な
読
み
取

　

り

・
口
の
体
操
や
視し

し

ゃ写
・
群
読

・
書
く
力
・
話
す
力
・
聞
く
力
の

　

向
上　
　
　
　

②
算
数
科
の
授
業
の
充
実

・

少
人
数
指
導
や
Ｔ

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

・
Ｔ
指
導

　

（
加
配
教
員
や
支
援
員
の
活
用
）

・
問
題
解
決
学
習
と
学
習
量
の
確

　

保

・
実
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
の
工
夫
（
計

　

算
な
ど
の
繰
り
返
し
学
習
）

※
学
習
規
律
が
し
っ
か
り
と
確

立
さ
れ
た
授
業
、
学
習
の
量
と

質
を
確
保
し
た
授
業
に
よ
り
学

力
が
確
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

①
学
校
応
援
団
の
支
援
活
動　

　

環
境
整
備
部
（
お
や
じ
の
会
）

に
は
校
地
整
備
、
安
心
安
全
部
に

は
子
ど
も
達
の
登
下
校
の
見
守

り
、
学
習
支
援
部
に
は
各
教
科
や

学
年
の
行
事
へ
の
支
援
、
朝
読
書

の
見
守
り
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

②
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験

　

安
川
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、
５

年
生
が
田
植
え
と
稲
刈
り
に
挑

戦
、
さ
ら
に
、
収
穫
し
た
お
米
を

使
っ
て
、
餅
つ
き
や
赤
飯
作
り
も

行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
埼
玉

県

で

進

め

て

い

る
「
学
校

フ
ァ
ー
ム

推

進

事

業
」
で
高

く
評
価
さ

れ
て
い
ま

す
。

③
和
太
鼓
演
奏

　

響
ひ
び
き

の
会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の

下
、
６
年
生
が
和
太
鼓
に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。
町
音

楽
祭
や
開

校
30
周
年

記
念
式
典

で
、
勇ゆ

う

壮そ
う

な
演
奏
を

披
露
し
ま

し
た
。

豊かな心のふれあう学校

学
力
の
向
上
へ
の
挑
戦

規
律
あ
る
態
度
の
育
成

魅
力
あ
る
特
色
的
な
活
動

体
力
の
向
上
へ
の
挑
戦

やる気
いっぱい

・やさしさいっぱい・元気いっぱい

学力も体力も規律ある態度も見事に向上！！

8

体力テスト県標準値達成種目数（96種目中）

男子　　女子　  合計

18年度 21年度20年度19年度

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

規律ある態度達成率（泉野小学校平均）

時を守る 整理整頓 あいさつ
・返事

丁寧な
言葉遣い

学習の
きまり

生活の
きまり

平成19年７月　　平成21年7月　　県平均（H20）

100

95

90

85

80

75

70

98
94.6

97.5
95.4

91.8

97.7

42
51

65

82

３つの達成目標「読む・書く」全校達成３つの達成目標「計算」全校達成率

H20  H19  H18  H17 

100

95

90

85

80

75

95

90

85

80

75

70
H20  H19  H18  H17 

泉野小　　県平均 泉野小　　県平均

92.2

83.8

94.2 95.4

79.0

86.0

90.8
93.3



毎週月曜日、11日（祝）

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

図書館へ行こう

児童館へ行こう

℡(295)1015

2月の休館日

ぼくらのキャンパス
2月の休館日 332　泉野小学校

■よちよち広場　

■子ども映画会 ■おはなし会

■本の紹介

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人3点まで（1週間）

毎週日･月曜日、11日（祝）
℡(295)4111

9

日　時　2月12日（金）、26日（金）

　　　　午前10時30分～11時30分

対　象　１歳4か月からの子とその保護者

内　容　自由遊びなど（申し込み不要）

持ち物　親のみ上履き
※お母さんの話相手や、幼児と遊ぶボランティアを募

集しています。

日　時　2月3日(水)、17日(水)、24日(水)
　　　   午前10時30分～11時30分
対　象　2歳からの子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

日 時　2月13日（土）
　　　 午後2時～3時
定 員　先着50人
内 容　

　「炎
えんじん

神戦隊ゴーオン
　ジャーVSゲキレン
　ジャー」

日 時　2月27日（土）

　　　 午後2時～2時30分

内 容　おはなし、絵本の読み

聞かせ、紙芝居など

対 象　１歳から小学生まで。

小さなお子さんは、保護者

同伴でご参加ください。

　　　 可能とも言われた無農薬、無肥料でのリンゴ

の栽培。それに人生をかけて取り組んだ男の苦闘の

記録。文明社会で失われたものを考えさせられる一

冊です」

「不

『奇跡のリンゴ　「絶対不可能」を

覆した農家　木村秋
あきのり

則の記録』

石川拓
た く じ

治／著

NHK「プロフェッショナル仕事

の流儀」制作班／監修

幻冬舎／出版　

６年　渋
しぶさわ

澤　舞
ま ゆ

優さん
「クモにつかまった
　　　　　トンボ」

「きれいな

　　クリスマスツリー」

５年　大
おおすみ

隅　志
し お り

織さん

3年　田中ひなのさん

「くまのぬいぐるみ
　　　　アパート」

　　　 界中の女の子たちを

魅了し続ける「赤毛のアン」

生誕100周年記念作品。両親が亡くなり、一人ぼっ

ちになったアン。もちまえの明るさと想像力で恵ま

れない生活を乗り越えていきます。グリン・ゲイブ

ルズに来る前の幼いアンを描いた一冊です」

「世

『こんにちはアン』上・下

バッジ・ウィルソン／著

宇
う さ が わ

佐川晶
あ き こ

子／訳

新潮社／出版　



わだいの特選
カメラルポ

わだいの特選
ＮＨＫの昼番組「ふるさと一番」もろやまの「ゆず」を全国に生中継！

ふれあい東公民館音楽に合わせて踊ろう！
黒山鎌北湖駅伝大会チ

　12月17日、ＮＨＫの昼番組『ふるさと一

番』で毛呂山町のゆずが紹介されました。

｢香りよし！　味よし！　わが町の“ゆず”！」

と題して全国に生中継されました。

　当日は、司会に澗
かんずい

随操
そ う し

司アナウンサー、旅

人に篠
さ さ い

井英
えいすけ

介さんが出演し、阿諏訪在住のゆ

ず農家である大野孝昭さんの農園を訪れ、大

野さん親子とゆずの収穫を行いました。大野

さんは、ゆずの色
いろつや

艶と香りにこだわり、苗木

を種から育てる実
みしょう

生と呼ばれる方法でゆずを

栽培していることなどを説明しました。その

後、大野さんの自宅に移動して、ゆず料理を

紹介しながら、みそおでん、ゆず巻き、ゆず

釜を旅人の篠井さんが味わいまし

た。

　番組では、たわわに実ったゆず

をはじめ、美しい里山の景色が放

映されたほか、毛呂山のゆずがふ

んだんに紹介されました。毛呂山

町を全国の人に知っていただく良

い機会になったと思います。

　12月6日、黒山鎌北湖駅伝大会が開催されまし

た。毛呂山総合公園をスタートして、鎌北湖、黒

山三滝を経由し越生町役場のゴールを目指す約24

キロメートルのコースを60チーム（一般53チー

ム、学生7チーム）の選手が駆け抜けました。各

チームは懸命に襷をつなぎ、ゴールを目指して力

走していました。

　12月12日、東公民館でふれあい東公民館が開催さ

れました。当日は、東公民館で活動しているサークル

のメンバーやサポーターの皆さんの協力により、昔懐

かしい竹馬や竹とんぼ、ベーゴマなどの遊びのほか、

初めての試みとして南
なんきんたますだれ

京玉簾の実演やフォークダンス

などが行われました。子どもたちは、少しはにかみな

がらもフォークダンスを楽しんでいました。

ームワークで襷
たすき

をつなぐ！
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始まっています　地域内交流！

「
長
瀬
２
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

「
地
域
の
人
び
と
の
信
頼
関
係
を
良
好
に
保
つ
」
た
め
に
�

　

戦
前
、
毛
呂
山
で
も
農
業
が
主
流
だ
っ

た
当
時
、
結
婚
式
は
農の

う
か
ん
き

閑
期
で
あ
る
冬
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
冬
季

は
嫁
入
り
の
季
節
で
し
た
。

　

今
回
は
昔
の
結
婚
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
「
婚こ

ん
か
つ活

」
と
い
う
言
葉
が
流

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
も
昔
も
結
婚
の
た

め
の
活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
様
子
は
か
な
り
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
結
婚
は
お
見
合
い
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
現
在
の
お
見
合
い
と
は
異
な

り
、
男
性
側
が
女
性
の
顔
を
見
る
の
は
女

性
の
家
を
仲な

こ
う
ど人
と
訪
問
し
、
女
性
が
お
茶

を
出
し
に
来
た
わ
ず
か
な
間
で
、
お
互
い

に
相
手
の
顔
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
も
な

く
親
同
士
の
話
が
ま
と
ま
れ
ば
決
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
変
わ
っ
た
例
で
は
、
お

見
合
い
の
時
は
姉
が
出
て
き
た
の
で
す

が
、
結
婚
す
る
と
き
に
は
そ
の
妹
が
出
て

き
て
、
男
性
も
ど
う
も
以
前
と
違
う
気
が

す
る
と
は
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
ま

ま
生
活
し
、
数
十
年
が
過
ぎ
た
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
当
時
の
結
婚
は
当

人
同
士
よ
り
も
家
同
士
の
関
係
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
仲
人
は
事
前
に
両
家
の
仲

を
よ
く
取
り
持
ち
、
時
に
は
男
性
本
人

も
行
商
な
ど
の
ふ
り
を
し
て
相
手
を
見

に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
お
互
い
の
家
を
結
び
つ
け
る
た
め
仲

人
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

戦
前
、
恋
愛
結
婚
は
「
ナ
レ
ア
イ
」

と
い
っ
て
あ
ま
り
よ
く
思
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、「
婚
活
」
と
い
え
ば
仲

人
に
よ
い
相
手
を
見
つ
け
て
く
れ
る
よ

う
頼
ん
で
お
く
ぐ
ら
い
で
し
た
。
仲
人

は
色
い
ろ
な
家
に
出
入
す
る
行
商
人
や

親
戚
の
世
話
好
き
で
話
上
手
な
人
が
よ

く
縁
談
を
ま
と
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

相
手
の
欠
点
は
言
わ
ず
、
長
所
を
大
げ

さ
な
ぐ
ら
い
に
い
う
の
が
仲
人
の
務
め

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仲
人
の
存
在
が

あ
っ
て
こ
そ
村
落
内
の
高
い
婚
姻
率
が

保
た
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

昔
の
「
婚
活
」
は
、
家
族
や
親
戚
、

仲
人
な
ど
周
囲
が
話
を
固
め
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
本
人
が
「
婚

活
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
多

く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
現
代
人
は
む
し
ろ
苦
労
し
て

い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

昔の「婚
こんかつ

活」
―仲
なこうど

人の重要性－

大正時代の嫁入り
（写真提供　新井美千代さん）

　

長
瀬
２
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
平
成

20
年
７
月
に
組
織
さ
れ
、
主
に
65
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
、
年
４
回
ほ
ど
活
動
し
て

い
る
。
「
中
国
ワ
ン
タ
ン
の
会
」
な
ど
、

興
味
を
引
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て
、
な
る

べ
く
多
く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。

　

長
瀬
２
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
本
来
の
目
的
で
あ
る
地
域

に
住
む
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
防
止
と
実

態
把
握
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
宮
原

会
長
は
、
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
来
て
、

仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
て
、
世
間
話
や
カ
ラ

オ
ケ
を
歌
っ
て
帰
っ
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
て
き
て
く
れ

れ
ば
、
体
調
な
ど
が
わ
か
る
し
、
声
が
け

な
ど
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

当
面
の
課
題
は
、
「
一
度
来
て
く
れ
た

人
は
継
続
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
す
が
、

問
題
は
、
１
度
も
来
た
こ
と
が
な
い
人
で

す
。
元
気

に
畑
仕
事

な
ど
を
し

て
い
る
人

も
い
る
一

方
で
、
家

に
引
き
こ

も
っ
て
い

る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ

く
、
近
所
の
人
に
声
が
け
し
て
も
ら
い
参

加
者
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
宮
原
会
長
は
、
地
域
力
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
大
切
さ
を
強

調
す
る
。
地
域
の
人
び
と
の
信
頼
関
係
が

良
好
に
保
た
れ
て
い
る
と
近
隣
の
治
安
の

向
上
や
子
ど
も
の
教
育
成
果
の
向
上
、
地

域
住
民
の
健
康
状
態
の
向
上
な
ど
に
好
ま

し
い
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
概が

い
ね
ん念

だ
。

　

「
我
々
の
よ
う
な
年
代
に
な
る
と
、
社

会
と
の
繋つ

な

が
り
が
希
薄
に
な
る
の
で
、
人

と
か
か
わ
る
機
会
を
持
て
る
こ
と
が
と
て

も
励
み
に
な
り
ま
す
。
町
で
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
ん

な
些さ

さ

い細
な
こ
と
が
自
分
の
存
在
を
確
認
す

る
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
人

と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
場
を
増
や
す
こ
と
で
、
地

域
の
力
を
さ
ら
に
強
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

「
現
在
は
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す

が
、
今
後
は
、
若
い
世
代
を
含
め
た
活
動

に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
住
む

人
び
と
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
づ

く
り
を
し
て
、
無
理
を
せ
ず
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　　中国ワンタンの会の様子
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12

■中央公民館	 ｔ (294)1250

■東公民館	 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館	 ｔ (295)8282

	 ｆ (295)8297

■総合公園体育館	 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会)	ｔ (295)3111

	 ｆ (295)7258

■保健センター	 ｔ (294)5511

休日納税窓口　2月27日(土)・28日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　2月26日(金)午後８時まで	

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　2月27日(土)・28日(日)　　

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・長寿医療（後期高齢者医療）保険料
 介護保険料

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対　

平
成
21
年
度
ま
た
は
平
成
22

　

年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決

　

定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委

員
会
が
認
め
た
人
。
①
生
活
保

護
が
停
止
、
あ
る
い
は
廃
止
に

な
っ
た
人
、
②
児
童
扶ふ

よ

う養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
、
③

町
民
税
が
減
免
あ
る
い
は
非
課

税
に
な
っ
た
人
、
④
国
民
年
金

保
険
料
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
が
減
免
さ
れ
た
人
、
⑤
こ
の

ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収
入
が
少

な
く
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人

で
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。
た
だ
し

　

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

　

て
は
3
月
12
日
金
ま
で
で
す
。

申
・
問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
に
あ
る
申
請
書
に
収
入
を
証

明
で
き
る
書
類
（
②
～
④
は
証

明
す
る
書
類
の
写
し
）
を
添
付

し
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

学
務
係
ｔ
内
線
５
３
１
に
申
請
。

　

荒
廃
し
た
農
地
の
再
生
作
業

（
障
害
物
の
除
去
、
深し

ん
こ
う耕

、
整
地

な
ど
）
や
土
壌
改
良
に
対
す
る
費

用
の
一
部
を
交
付
金
と
し
て
助
成

し
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
（
役
場
産
業
振
興

課
内
）
ｔ
内
線
１
７
２

　

平
成
22
・
23
年
度
の
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
の
申
請
登
録
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間　

２
月
１
日
月
～
12
日

金
申
請
場
所
・
問　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
ｔ
２
９
４―

２
２
４
２

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
次
の
人
は
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者
医

療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
に
該
当

し
て
い
て
も
届
出
を
し
な
い
と
、

拠
出
金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費

を
国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
人

１　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び

三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年

間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

交
付
金
に
つ
い
て

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業

者
の
申
請
登
録
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
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山根荘趣味の会
　　　   の定例行事2 月

2 月の休館日
 ６日 ７日11日13日14日
20日21日27日28日

ゲートボール  １日 ８日22日

ペ タ ン ク 15日

声 を 出 す 会  ３日17日

謡 寿 会  ９日23日

民 踊 同 好 会  ８日22日

俳 句 の 会
12日26日【季語 氷解(こおり
どけ)、春菊(しゅんぎく)】

囲碁・将棋の会
 ３日10日12日17日19日
24日26日

お 茶 の 会  ５日19日

茜 会（ お 花 ） ８日22日

ダンス同好会 19日26日

ぎんれい会 ( 大正琴 )  ５日19日

三味線・民謡の会  ４日25日

手 芸 の 会 10日24日

カ ラ オ ケ 同 好 会  １日15日(厚年カラオケ)お休み

吟 友 会 10日24日

書 道 の 会 10日24日

舞 わ か ば 会 24日

フ ォ ー ク ダ ン ス (ＦＤカトレア)26日

楓 会 12日

押 し 花 の 会  １日 ８日

光 華 の 会  ８日22日

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・五月人形一式（有料）、パイプベッド

（折りたたみ）（無料）、フィットネス

マシン（無料）

●ゆずってほしい品物

　・テレビ（小型）、スキーウェア（男

　性用）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽

にお申し込みください。また、交渉が成立

した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

　山根荘は、町内在住で 60 歳以上の
人でしたら、どなたでも無料でご利用
になれます。
※行事日程などについては、都合によ
り変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人
は、次のところまでご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘
　　ｔ（２９４）５５４５

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

●
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入

者
）
の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害

に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

身
体
障
害
者
相
談
員
は
障
害
者

の
相
談
と
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
次
の
２
人
の
方
が
委い

し
ょ
く嘱

さ

れ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員　

根
岸
五
郎

　

さ
ん
ｔ
２
９
４―

０
８
８
７
、

新
井
と
み
さ
ん
ｔ
２
９
４―

２

　

９
５
６

任
期　

平
成
21
年
12
月
１
日
～
平

成
23
年
11
月
30
日

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　

離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お

よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、

住
居
を
失
う
か
、
失
う
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
、
最
長
６
か
月
を
限
度

と
し
て
住
宅
手
当
を
支
給
す
る
と

と
も
に
、
就
労
機
会
の
確
保
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
１
・
１
１
２

　

現
在
、
毛
呂
山
町
国
民
健
康
保

険
指
定
保
養
所
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ

ア
埼
玉
お
ご
せ
」
は
、
施
設
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
平
成
22
年
２
月

末
日
で
、
宿
泊
お
よ
び
入
湯
の
補

助
が
終
了
し
ま
す
。

　

す
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
毛
呂

山
町
国
民
健
康
保
険
指
定
保
養
所

（
入
湯
）
利
用
券
も
、
「
ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
埼
玉
お
ご
せ
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
２
月
末
日
ま
で
の

ご
利
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

人
は
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）
。

届
出
の
方
法

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
該
当
者
に
は
役
場

か
ら
通
知
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
８　
　
　

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支

給
対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
に
な
る
人

●
平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意
加

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

『
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
埼
玉
お

ご
せ
』
の
利
用
に
つ
い
て

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置

事
業
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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郷
土
毛
呂
山
の
歴
史
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？　

今
回
は
、
町
内

に
残
る
仏
像
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

㊐　

２
月
21
日
日
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

仏
像
の
見
方
～
毛
呂
山
町

桂け

い

ぼ

く

じ

木
寺
の
伝で

ん

し

ゃ

か

に

ょ

ら

い

ざ

ぞ

う

釈
迦
如
来
坐
像
を

中
心
に
～

講
師　

林
宏
一
さ
ん
（
東
京
家
政

大
学
教
授
）

定
員　

先
着
40
人

申
・
問　

２
月
20
日
土
ま
で
に
歴

　

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５―

８

　

２
８
２
、
ｆ
２
９
５―

８
２
９

　

７
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
申
請
可
）
。

　

「
リ
プ
ラ
も
っ
た
い
な
い
工
房
」

の
会
員
が
講
師
と
な
り
、
家
具
の

修
理
体
験
を
行
い
ま
す
。

対　

毛
呂
山
町
、
鶴
ヶ
島
市
、
越

生
町
、
鳩
山
町
在
住
の
人

㊐　

原
則
２
月
～
９
月
第
３
金
曜

日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時

定　

各
回
２
人
（
１
人
１
回
限
り
）

場　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

料　

３
０
０
円
（
他
に
部
品
な
ど

を
購
入
し
た
場
合
は
実
費
）

持
ち
物　

修
理
し
た
い
家
具

申
・
問　

２
月
４
日
木
か
ら
受
付

開
始
。
毎
週
前
日
の
木
曜
日
ま

で
に
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

ｔ
２
９
４―

４
１
１
５
に
申
込

み
（
１
か
月
先
ま
で
受
付
）

㊐　

３
月
21
日
日
午
前
９
時
～
午

　

後
５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
・
問　

２
月
１
日
月
か
ら
28
日

　

日
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

―

０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付
。

㊐　

２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月

　

第
２
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

　

（
全
９
回
）

場　

中
央
公
民
館

内
容　

盆ぼ
ん
よ
う養

・
盆
栽
を
中
心
に
し

　

た
菊
づ
く
り
の
講
習

※
申
込
み
不
要
。
２
月
14
日
日
に

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

　

内
線
５
２
２

　

認
知
症
の
人
と
の
関
わ
り
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

㊐　

２
月
16
日
火
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時

場　

東
公
民
館
会
議
室

講
師　

島
津
智
一
さ
ん
（
埼
玉
精

神
神
経
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科
医

師
）

対　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

　

お
よ
び
認
知
症
に
興
味
が
あ
る

　

人
定　

先
着
40
人

申
・
問　

1
月
27
日
水
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
に
申

　

込
み

　

介
護
予
防
の
た
め
の
簡
単
な
体

操
の
講
座
で
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

２
月
24
日
水
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時

場　

悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

講
師　

野
口
あ
い
さ
ん
（
介
護
福

祉
士
）

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

住み慣れた地域で安心して暮らせる町づくりを目指して

高齢者困りごと援助サービス事業
問　社会福祉協議会（福祉会館内）ｔ（295）3111

　援助を必要としている高齢者に、地域の協力会員（シ

ニアボランティア）が、ご自宅へ伺い有償でお手伝いし

ます。お気軽にご利用ください！

対象者　65歳以上でひとり暮らしの人、または高齢者

世帯（世帯のどちらかが65歳以上）の人

利用料　１時間 500 円（材料費・部品代などは別途）

内容　【例】電球・蛍光灯の取換、ブレーカー落ちの修復、

水道パッキンの交換、買い物の付添

　い・代行、病院の付添い、散歩・外

　出支援、話し相手、庭木の剪定、草

　むしり、軽易な家具の移動、住宅用

　火災警報器の設置、日常生活上の手

　続きなどへの支援ほか

※おおむね１時間程度でできる軽易な

もので、継続性がないものが対象です。

ひとり親家庭新入学祝い事業

問　社会福祉協議会（福祉会館内）ｔ（295）3111

　歳末たすけあい配分事業

として、平成22年４月に

小学校、中学校へ入学する

児童・生徒のお祝をします。

祝　い　品　毛呂山町共通

　　　　　　商品券（対象者１人につき１万円）

お渡し時期　３月上旬予定

対　　　象　毛呂山町在住で、平成２２年４月に

小学校、中学校へ入学する児童・生

徒のいるひとり親家庭

申 請 書 類　社会福祉協議会（福祉会館内）で配

　　　　　　布します

提 出 期 限　２月１９日（金）

提　出　先　社会福祉協議会（福祉会館内）　

郷
土
歴
史
講
座

リ
プ
ラ
も
っ
た
い
な
い
工

房
『
家
具
修
繕
講
座
』

『
上
級
救
命
講
習
』

毛
呂
山
菊
花
会

『
菊
づ
く
り
講
習
会
』

講
演
会
『
認
知
症
を
知
ろ
う
』

悠ゆ
う
き
ゅ
う
え
ん

久
園
『
家
族
介
護
教
室
』

学
び
た
い
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金
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
2

　

９
４―

５
５
１
１
で
受
付
（
電

子
申
請
可
）

　

ス
ト
レ
ス
が
高
ま
る
と
身
体
的

に
も
精
神
的
に
も
不
調
が
出
て
く

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
不
眠
、

疲
れ
や
す
い
、
便
秘
、
下
痢
、
食

欲
不
振
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
、
あ
な

た
や
あ
な
た
の
周
り
で
こ
の
よ
う

な
状
況
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
た
め

に
、
自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
状

態
の
解
消
方
法
を
一
緒
に
勉
強
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

㊐　

３
月
５
日
金
、
18
日
木
午
後

1
時
30
分
～
３
時

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

定　

先
着
50
人

対　

毛
呂
山
町
在
住
の
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
・
問　

１
月
25
日
月
か
ら
保
健

　

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４―

５
５
１

　

１
で
受
付
（
電
子
申
請
可
）

㊐　

２
月
５
日
金
午
後
１
時
30
分

～
４
時

場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

問　

県
消
防
防
災
課
ｔ
０
４
８―

８
３
０―

３
１
７
３

　

ー
悠
久
園
支
所
（
内
田
、
山
平
）

ｔ
２
９
５―

８
３
８
３
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
骨
粗
鬆
症
で
治
療
中
の

人
、
ご
家
族
に
骨
粗
鬆
症
の
人
が

い
る
人
、
骨
密
度
が
低
め
の
人
、

骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い

人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

料　

３
０
０
円
（
調
理
実
習
代
）

持
ち
物　

初
回
は
筆
記
用
具
の
み

対　

町
内
在
住
の
40
歳
～
64
歳
の

人
（
対
象
者
に
代
わ
っ
て
ご
家

族
が
参
加
す
る
場
合
は
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

定　

30
人

申
・
問　

２
月
１
日
月
か
ら
26
日

日にち 時　間 内　　　容 講　師

3/11( 木 )
13:30
～ 15:00

講話「骨粗鬆症
とその予防につ
いて」

医師

3/19( 金 )
10:00
～ 14:00

骨粗鬆症を予防
する食事（調理
実習を含む）

管理
栄養士

3/25( 木 )
13:30
～ 15:30

骨粗鬆症を予防
するための運動
(運動実習を含む)

健康運動
指導士

『
骨
粗そ

し
ょ
う鬆
症
予
防
教
室
』

ス
ト
レ
ス
の

セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の
「
高
校

生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
次
の
と
お
り
毛
呂
山
町
の
生

徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

税
務
署
長
賞
佳
作　
「
私
達
と
消
費
税
」　
　
　
　
　
　

笹さ
さ
も
と本　

　

翠
み
ど
り

さ
ん

税
務
署
長
賞
佳
作　
「
税
の
将
来
」　
　
　
　
　
　
　
　

森も

り

た田　

佑ゆ

う

こ子
さ
ん

県
税
事
務
所
長
賞　
「
税
で
繋つ

な

が
る
日
本
」　
　
　
　
　

鎮し

ず

め目　

拓た

く

ま摩
さ
ん

毛
呂
山
町
長
賞　
　

「
明
る
い
将
来
」　
　
　
　
　
　
　

吉よ

し

だ田　

美み

き希
さ
ん

教
育
長
賞　
　
　
　

「
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
税
に
対
す
る
意
識
の
違
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北き
た
が
わ川　

　

幸さ
ち

さ
ん

租
推
協
会
長
賞
佳
作　
　

「
税
の
意
義
」　
　
　
　
　
　

瀬せ

と戸
龍り

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞　
「
未
来
の
私
た
ち
と
租
税
負
担
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮み
や
お
か岡　

美み

ほ穂
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
２
年
生
の
作
品
で
す
。

　

第
16
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
12
月
13
日
、
桶
川

市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
者
１
万
１
１
０
０
人
、

応
募
句
数
１
万
９
２
２
７
句
の
な
か
か
ら
、
町
内
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
民
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
長
賞

　
　
　
　

「
た
き
の
お
と　

水
の
中
ま
で　

ひ
び
い
て
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
２
年
生　
　

髙
沢
日ひ

な

こ

向
子
さ
ん

県
俳
句
連
盟
会
長
賞

　
　
　
　

「
あ
か
ん
ぼ
の　

ほ
ほ
え
み
ひ
と
つ　

春
の
風
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
６
年
生　

長
井　

良
り
ょ
う
た
く沢

さ
ん

佳
作　
　

「
お
ち
な
い
で　

せ
ん
こ
う
は
な
び　

が
ん
ば
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
１
年
生　
　

池
田　

純じ
ゅ
ん
な菜

さ
ん

佳
作　
　

「
水
を
く
み　

弟
つ
れ
て　

は
か
ま
い
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
３
年
生　

萩は
ぎ
わ
ら原　

雅み

ゆ雪
さ
ん

佳
作　
　

「
ぬ
け
が
ら
を　

ぬ
い
で
も
あ
つ
い　

せ
み
の
声
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
３
年
生　
　

磯い

そ

べ部
あ
す
か
さ
ん

佳
作　
　

「
は
す
の
花　

ま
わ
り
で
め
だ
か　

お
に
ご
っ
こ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
４
年
生　
　

岡お
か
た
に谷　

夏な

つ

み実
さ
ん

佳
作　
　

「
草
む
ら
の　

ホ
タ
ル
は
ま
る
で　

星
の
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
５
年
生　

穐あ
き
や
ま山　

知と

も

こ子
さ
ん

第
16
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

■骨粗鬆症予防教室日程表■

～
20
周
年
記
念
式
典
＆

　
　
　

天て
ん
ま満
敦あ

つ
こ子
コ
ン
サ
ー
ト
～

㊐　

３
月
７
日
日
午
後
１
時
～

　

（
正
午
開
場
）

場　

日
高
市
文
化
体
育
館
「
ひ
だ

か
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

料　

大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円

問　

日
高
市
高
麗
川
公
民
館
ｔ
０

　

４
２―

９
８
９―

９
１
１
０

　

梅
ま
つ
り
期
間
中
は
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
13
日
土
～
３
月
22
日

月
開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

入
園
料　

２
０
０
円
（
中
学
生
以

上
）

駐
車
料　

普
通
車
４
０
０
円
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
８
０
０
円
、
大
型

バ
ス
１
２
０
０
円

問　

越
生
町
観
光
協
会
（
越
生
町

役
場
経
済
課
内
）
ｔ
２
９
２―

３
１
２
１
内
線
１
４
５ 情

報

レ
イ
ン
ボ
ー

日
高
ラ
イ
ブ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

越
生
梅
林
梅
ま
つ
り

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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初
心
者
で
も
、
気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

㊐　

3
月
７
日
日
午
前
9
時
～
午

後
3
時
終
了
予
定
（
受
付
は
午

前
8
時
30
分
か
ら
）

※
小
雨
決
行

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

申
・
問　

2
月
15
日
月
ま
で
に
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
ｔ
内
線
５
２
３
、
ｆ

２
９
５―

３
９
３
９
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
申
請
可
）
。

※
３
人
１
組
ま
た
は
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は
チ
ー

ム
戦
（
各
３
人
）
に
な
り
ま
す
。

個
人
で
申
し
込
ん
だ
人
は
個
人
申

込
者
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

リ
プ
ラ
川
角
、
再
生
品
販
売
会

　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
活
動
リ
プ
ラ

も
っ
た
い
な
い
工
房
」
の
皆
さ
ん

が
再
生
品
販
売
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
学
習
机
や
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、

タ
ン
ス
、
整
理
箱
な
ど
の
家
具
類

や
日
用
品
類
を
は
じ
め
、
お
も
ち

ゃ
や
布
類
な
ど
毎
回
多
様
な
品
物

が
展
示
さ
れ
、
格
安
価
格
で
購
入

で
き
ま
す
。

販
売
日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜

　

日
（
12
月
の
第
4
木
曜
日
は
除

　

く
）
午
前
9
時
～
11
時
45
分
、

　

午
後
1
時
～
4
時
（
見
学
／
月

　

～
金
曜
日
の
同
時
間
）

購
入
方
法　

購
入
は
当
日
先
着
順

で
、
午
前
10
時
ま
で
は
一
部
を

除
き
ひ
と
り
2
点
ま
で
制
限
が

あ
り
ま
す
。
当
日
の
午
後
4
時

ま
で
に
各
自
で
搬
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
再
生
品
の
た
め
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
ま
だ
使
用
で
き
る
お
も
ち
ゃ
、

着
ら
れ
る
布
類
（
ジ
ー
パ
ン
、
和

服
、
子
ど
も
服
）
の
受
け
入
れ
も

行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
、
高
倉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
川
角
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
務
室
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ｔ

２
９
４―

４
１
１
５

　

～
笑
顔
に
集
ま
れ
！
～

　

お
な
じ
み
の
楽
器
演
奏
の
ほ
か
、

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル

対　

お
お
よ
そ
40
歳
未
満
の
求
職

者
（
平
成
22
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
大
学
生
な
ど
を
含
む
）

持
ち
物　

履
歴
書　

参
加
企
業　

50
社
（
見
込
み
）

※
申
込
み
不
要
。
入
退
場
自
由
。

問　

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

　

会
若
年
者
地
域
連
携
事
業
担
当

　

ｔ
０
４
８―

６
４
１―

１
３
１

　

５
、
ｆ
０
４
８―

６
４
４―

８

　

０
６
５

～
集
合
住
宅
や
ビ
ル
陰
な
ど
の

　

共
聴
施
設
改
修
促
進
説
明
会
～

　

共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
場
合
、
テ
レ
ビ
を
買
い
換

え
る
だ
け
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
な
対
応
方
法
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち
・
場
所　

３
月
10
日
水
／

埼
玉
会
館
、
３
月
11
日
木
／
所

沢
市
民
体
育
館

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

時
問　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
デ

　

ジ
タ
ル
放
送
受
信
者
支
援
室
ｔ

０
３―

６
２
３
８―

１
７
２
１

山
本

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
ビ
デ
オ
で

の
紹
介
あ
り
と
、
明
る
く
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

㊐　

2
月
20
日
土
午
前
10
時
30
分

　

～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
予
定
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ
問　

あ
い
あ
い
園
ｔ
２
９
５―

１

　

２
５
６
松
川

㊐　

２
月
19
日
金
午
後
１
時
～
４

時
場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル

対　

平
成
22
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

（
１
～
３
年
以
内
の
既
卒
者
も

参
加
可
）

持
ち
物　

履
歴
書　

参
加
企
業　

30
社
（
見
込
み
）

※
申
込
み
不
要
。
入
退
場
自
由
。

問　

県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ
０
４

　

８―

６
４
７―
４
１
８
５
、
ｆ

０
４
８―

６
４
７―

６
１
５
０
、

ｈh
ttp

:/
/
w

w
w

.k
o
ta

ik
yo

　

u
-
s
a
ita

m
a
.n

e
.jp

㊐　

２
月
５
日
金
午
後
１
時
～
４

時

参
加

ご

を

『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』

あ
い
あ
い
園
・
第
２
あ
い
あ
い
園

『
第
７
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
』

掘
り
出
し
物
を
探
そ
う
�

求
人
企
業
合
同
面
接
会

若
年
者
就
職
面
接
会

共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で

地
デ
ジ
を
視
る
た
め
に
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長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療

保
険
料
の
算
定
に
は
、
被
保
険

者
お
よ
び
被
保
険
者
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
の
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。
な
お
、
保
険
給

付
に
つ
い
て
は
同
一
世
帯
で
判

定
す
る
た
め
、
学
生
や
家
族
の

扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ

び
収
入
の
全
く
な
い
人
も
、
収

入
所
得
の
申
告
が
毎
年
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

申
告
の
な
い
場
合
は
、
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料

額
が
正
し
く
算
定
さ
れ
ず
、
軽

減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
高
額
療
養
費
な
ど
が
正
し

く
給
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
方
法
に
つ
い
て

は
、
こ
の
広
報
５
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
を

し
た
本
人

・
給
与
以
外
の
収
入
が
な
く
、

勤
務
先
か
ら
町
に
報
告
さ
れ

て
い
る
人

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

◆
保
険
料
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
以
下
の
収
入
の
人

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
保
険
料
額
の

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
を
算
定
基
礎
に
自
動

判
定
し
ま
す
の
で
、
軽
減
に
対

し
て
の
申
請
は
不
要
で
す
。

◆
保
険
給
付
に
つ
い
て

　

医
療
費
に
は
１
か
月
の
自
己

負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
は
、
超
え
た
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
入
院
し
た
際
に
は
食
事
代

な
ど
を
支
払
い
ま
す
が
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
支
払
額
が
減
額

に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除

に
つ
い
て

　

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療

保
険
料
の
納
付
額
は
、
所
得
税

・
住
民
税
と
も
に
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
保

険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
る
場
合
は
、
差
し
引
か
れ

て
い
る
人
の
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
や
口
座
振
替
で

納
め
た
場
合
は
、
被
保
険
者
本

人
以
外
の
人
の
控
除
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
納
付
済
証
明
書
に
つ
い
て

　

納
付
済
証
明
書
は
お
送
り
し

ま
せ
ん
の
で
、
申
告
の
際
に
は
、

お
手
数
で
も
ご
自
身
で
領
収
書

の
領
収
日
と
金
額
を
確
認
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
額
は
、
お
電
話

で
の
お
問
合
せ
の
ほ
か
、
来
庁

い
た
だ
け
れ
ば
納
付
額
確
認
書

を
発
行
し
ま
す
。

　長寿（後期高齢者）医療保険制度の保険料は、希望により年金天引きから口座振替へ変更することができます。

希望する人は、役場高齢者支援課の窓口へ「長寿（後期高齢者）医療保険料納付方法変更申出書」および「口座

振替申込書」を提出してください。

※納付する保険料の総額は変わりません。

※納付方法を口座振替に変更した後、希望により年金天引きに戻すこともできます。

対　　象　①長寿（後期高齢者）医療制度の保険料を現在年金天引きしている人

　　　　　②長寿（後期高齢者）医療制度の保険料を平成２２年４月より年金天引き予定の人

変更時期　平成２２年１月２９日までに申し出た場合　　　平成２２年４月分以降の年金天引きが中止されます

　　　　　平成２２年１月２９日を過ぎて申し出た場合　　平成２２年６月分以降の年金天引きが中止されます

手続きに必要な物
　長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書、振替先の預（貯）金通帳、通帳届出印

※以前に口座振替の申込みの手続きを済まされている人は、長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者証、申請

者の身分証明書をお持ちください。

◆納付書で納めている人も口座振替にできます！
　年金が年額 18 万円未満の人、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人は、年金天引きではなく、

納付書で納めていただきます。

　保険料の納付は、納め忘れや納める手間のかからない口座振替がおすすめです。振替先の預（貯）金通帳、

通帳届出印をお持ちいただき、役場高齢者支援課または指定金融機関でお申し込みください。

長寿（後期高齢者）医療制度の保険料納付方法の変更について

長寿（後期高齢者）医療保険に加入の皆さんへ
平成21年中の収入の申告をお願いします
　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　申告について　　役場税務課町民税課税係　ｔ内線 195・196

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険料について　役場高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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■
理
科
支
援
員

勤
務
内
容　

小
学
校
に
お
け
る
理

科
授
業
時
の
実
験
支
援
や
演
示

実
験
な
ど

応
募
資
格　

退
職
教
員
、
理
科
系

の
大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど

勤
務
日
数　

年
間
30
日
（
１
日
３

時
間
）

賃
金　

１
回
に
つ
き
４
０
０
０
円

■
補
習
支
援
員

勤
務
内
容　

中
学
校
に
お
け
る
補

習
学
習
な
ど

応
募
資
格　

中
学
校
に
お
い
て
、

国
語
、
数
学
の
指
導
が
可
能
な

大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど

勤
務
日
数　

年
間
35
日
（
１
日
２

時
間
）　

勤
務
時
間　

午
後
６
時
～
８
時

賃
金　

時
給
１
２
０
０
円

【
共
通
事
項
】

募
集
人
員　

４
人

選
考
方
法　

面
接
試
験

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
木

応
募
方
法　

２
月
26
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望

職
種
を
明
記
し
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
ｔ
内
線
５
３
２
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
職
種
内
容
な
ど
に
は
、
若
干
の

変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
種　

学
校
用
務
員

勤
務
内
容　

学
校
内
外
の
清
掃
・

給
食
の
配
膳
な
ど

勤
務
場
所　

町
内
小
・
中
学
校

募
集
人
員　

１
人

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
１
日

５
時
間
以
内
）

勤
務
期
間　

４
月
１
日
木
か
ら
９

月
30
日
木

賃
金　

時
給
８
０
０
円

応
募
・
問　

２
月
３
日
水
ま
で
に

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
ｔ
内
線
５

　

１
１
・
５
１
２
へ
提
出

勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

年
齢
不
問
・
資
格
不

要
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
原
則

週
25
時
間
）
シ
フ
ト
に
よ
り
午

前
・
午
後
の
交
替
制

賃
金　

時
給
８
０
０
円

採
用
日　

４
月
１
日
木

応
募
・
問　

３
月
５
日
金
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

　

子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３

　

７
へ
提
出

勤
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
お
よ
び
苦
情
の
処
理

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
役
場

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

消
費
生
活
専
門
相
談

員
ま
た
は
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入

力
が
で
き
る
人

勤
務
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時

賃
金　

日
給
１
万
円

採
用
日　

４
月
１
日
木

応
募
・
問　

２
月
16
日
火
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び

資
格
の
証
明
と
な
る
も
の
の
写

し
を
役
場
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係
ｔ
内
線
１
７
５
・
１
７
２

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

図
書
館
に

▽
点
字
・
Ｃ
Ｄ
・
大
活
字
図
書

東
京
電
力
株
式
会
社
川
越
支
社
様

福
祉
基
金
と
し
て

▽
10
万
円

武
蔵
野
瓦
斯
株
式
会
社　
　
　

様

第７回東公民館　ふれあい文化祭
問　東公民館　ｔ（295）2277

　東公民館の定期利用団体が、一年間の学習成果を発

表します。この文化祭は、定期利用団体の皆さんが企画・

運営する、心のこもった文化祭です。ぜひ、ご覧ください。

問　人づくり広域連合自治人材開発センター人材
　開発部ｔ 048(664)6681、ｆ 048(664)6667

～埼玉県内市町村職員を目指してみませんか？～

　外部講師による就職活動において必要な知識、目

標、心構えなどについての講演を行います。

　また、先輩職員から、公務員になってみて感じた

経験談、仕事の内容、公務員試験に合格するまでに

心がけたことや勉強法などについて聞くことができ

ます。

日　時　２月25日木

　　　　午後１時30分～４時（午後１時開場）

会　場　埼玉会館大ホール

定　員　先着１０００人

申込み　２月３日水から19日金までに、広域連合

　　　　ホームページからお申し込みください。

　　　　ｈhttp://www.hitozukuri.or.jp/navi/

埼玉県市町村職員採用情報フォーラム

日　時　２月27日㈯ 午前9時30分～午後4時

　　　　２月28日㈰ 午前9時30分～午後3時30分

場　所　東公民館

内　容
 【作品展示】絵画、書道、工芸、手芸、パソコン、ビ

　　　　　　 デオなど

 【舞台部門】大正琴、楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、

　　　　　　 カラオケ、ダンスなど

 【体験教室】社交ダンス、茶道、書道、パソコン、指

　　　　　　 圧、囲碁、ヒップホップ、体操

 【模 擬 店】焼きそば（27日のみ）、とん汁、だんご

　　　　　　 など

 【出　　店】喫茶「ゆず」、ゆずの里工房、リプラも

　　　　　　 ったいない工房

募
集
し
ま
す

小
・
中
学
校
『
学
校
用
務

員
』
を
募
集
し
ま
す

保
育
園
『
臨
時
調
理
員
』

を
募
集
し
ま
す

小
・
中
学
校
『
支
援
員
』

を
募
集
し
ま
す

『
消
費
生
活
相
談
員
』

を
募
集
し
ま
す
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皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
神

愛
ホ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
21
日
日
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場
／
福
祉
会
館　

問
／

児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
ｔ
２

９
４―

０
０
４
０

■
ス
タ
ッ
フ
、
バ
ザ
ー
用
品
（
日

用
品
、
雑
貨
、
食
器
、
野
菜
・
食

品
、
寝
具
・
タ
オ
ル
類
な
ど
。
大

型
家
具
、
家
電
製
品
な
ど
は
取
り

扱
え
ま
せ
ん
）
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

品
物
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
場

合
は
、
２
月
20
日
土
ま
で
に
、
神

愛
ホ
ー
ム
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　　

デ
イ
ケ
ア
施
設
や
特
別
支
援
学

校
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
様
ざ
ま
な
企

画
が
あ
り
ま
す
。

㊐
／
２
月
14
日
日
午
後
０
時
30
分

開
場
、
午
後
１
時
開
演　

場
／
東

松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

問
／

デ
イ
ケ
ア
ひ
ば
り
ｔ
０
４
９
３―

５
４―

８
６
５
１
重
田

　

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
５
つ

の
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
が
、
合
同

で
昭
和
、
平
成
の
思
い
出
の
曲
を

歌
い
ま
す
。

㊐
／
１
月
31
日
日
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

場

／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

問
／
ｔ
２
９
４―

６
６
７
９
村
田

　

越
生
・
毛
呂
山
の
子
ど
も
た
ち

を
め
ぐ
る
状
況
、
学
校
生
活
や
授

業
、
入
試
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
を
行
い
ま
す
。
各
教
育
委
員

会
の
方
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

㊐
／
２
月
７
日
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

場
／
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室　

問
／
ｔ
２
９
４―
０

３
０
２
新
井

　

初
心
者
を
対
象
に
会
員
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
日
時
／
第
１
・
３
水
曜
日
午

後
１
時
～
４
時　

場
／
中
央
公
民

館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円

（
入
会
金
５
０
０
円
）　

講
師
／

矢
島
信し

の乃
さ
ん　

持
ち
物
／
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン　

問
／
ｔ
２
９
５―

１
２
７
１
田
中

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
ダ
ン
ス
を
通
し

て
、
仲
間
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら

健
康
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で

じ
っ
く
り
と
身
体
を
伸
ば
し
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
で
汗
を
流

し
た
後
の
お
茶
は
と
て
も
お
い
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
日
時
／
月
・
水
曜
日
午
前
９

時
30
分
～
11
時　

場
／
中
央
・
東

公
民
館　

会
費
／
月
額
２
５
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
ｔ
２

９
５―

０
１
６
７
上
原

　

公
開
・
体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
企

画
し
ま
し
た
の
で
、
親
子
で
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！　

事
前

の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日
に
ち
／
１
月
27
日
水
、
２
月
10

日
水
、
３
月
10
日
水　

時
間
／
１

～
３
歳
児
▽
午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分
、
３
～
４
歳
児
▽
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

場
／
中
央
公
民

館
視
聴
覚
室　

対
／
１
～
４
歳
児

と
保
護
者　

問
／
ｔ
０
９
０―

８

０
０
１―

８
３
４
５
中
澤

健　康　ま　つ　り
申・問　保健センター　ｔ（294）5511

日時　２月21日（日）午前９時～正午
場所　保健センター

※事前申込みが必要なものは２月１日（月）から、保健センター
ｔ（２９４）５５１１へお申し込みください（電子申請可）。
駐車場が少ないので、車の場合は乗り合わせでご来場ください。

全てのコーナーを無料で体験できます�
●体力測定コーナー　●体脂肪チェック　●足裏健康測定
●唾液テスト　　　　●栄養相談　　　　●薬剤師の相談
●健康クイズコーナー
●健康食試食コーナー（食生活改善推進員協議会）
～以下のコーナーは当日整理券を配布します～
●３分でわかる脳年齢チェック　●血管年齢測定
～以下のコーナーは申込みが必要です～
●骨密度検診（先着１２０人）・・・当日申込みのみ
●歯科検診（先着６０人）・・・事前申込み※
●歯みがき指導（歯科検診を受けた人のうち希望者）

情
報
交
換

第
18
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

第
26
回
み
ん
な
仲
間
だ

手
づ
く
り
音
楽
会

昭
和
・
平
成　

思
い
出
の

歌
謡
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

第
３
回
教
育
を
語
る
集
い

『
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会
』

会
員
募
集

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
『
シ
ョ
コ
ラ
』

＆
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
』
会
員
募
集

ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ラ
ン

ド
公
開
・
体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク

地上デジタル放送を見るための
簡易なチューナーの無償給付
　～申込み期間が延長されました！ ～
問　総務省地デジチューナー支援実施センター
　　ｔ（0570）033840、ｆ044（966）8719
　簡易なチューナーの無償給付の申込みの

受付が2月26日（金）まで延長されまし

た（消印有効）。

対象　生活保護などの公的扶助を受けてい

る世帯などで、ＮＨＫと受信契約を結び、

全額免除の適用を受けている世帯

申込み　役場福祉課にある申込書に必要事

項を記入して郵送してください。

※支援は現物給付ですので、ご自身で購入

されたチューナー、アンテナ改修などの費

用を清算することはできません。

　この支援による簡易なチューナーの設

置やアンテナの改修などをしたことによ

り、費用を請求することはありません。

　悪質商法にご注意�

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771



※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、

救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

２月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
２/11（祝）ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央2-5-5 295-5158

成人健康相談（心と体の相談）
2月 2日（火）・19日（金）9：30～11：30 場	役場ホール

2月 10日（水）9：00～12：00	場	保健センター

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

健康相談

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合

乳幼児健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10 か月児健診	　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　2月3日（水）

10：30～11：30（受付は10：00～10：15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

子ども

当日の受付時間　午後 0 時 30 分～午後 1 時 40 分
　　　　　　　　（受付 30 分前から整理券を配布）

日　時　２月８日（月）13：30 ～ 16：30

　　　　（受付 13：30 ～ 14：00）

※１５分前に整理券配布。希望者に離乳食指導

対　象　乳幼児とその保護者

申込み　１月５日（火）から受け付けています。

 育児学級 身体測定、育児相談

　がんの早期発見、早期治療のためには検診を受ける

ことが大切です（受診回数／ 2 年に１回）。

対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮頸がん/500円

※生活保護受給世帯・町民税非課税世帯の人は、無料

となります。予約時にお申し出ください。また、町か

らクーポン券が届いている人は無料になります。

検診日 定員 予約受付日（午前 8 時 30 分から）
3 /23（火） 50 人 3 / 1（月）～ 3 /19（金）

■乳がん・子宮頸がん検診日程表■

　がんの早期発見、早期治療のためには検診を受ける

乳がん検診・子宮頸
けい

がん検診

日　時　２月 21 日（日）9：00 ～ 12：00

対　象　40 歳以上の人

　　　費無料

申込み　2 月 1 日（月）から保健センターで受付

　　　　（電話可）

※当日は、健康まつりを行っています。

※検診を受けた人は、歯みがき指導が受けられます（希

望者のみ）。

※３０分毎に予約を取ります。

 歯周病検診

　日本人の４～５人に 1 人は、睡眠に何らかの問

題を抱えているという統計があります。

　最適な睡眠時間には個人差がありますが、６時間

より少ないと睡眠不足を感じるという人が多いよう

です。しかし睡眠時間の長さだけで充足感、休息感

を感じるわけではないようです。日中に眠気がなく、

元気に行動できる、働けることが最適な睡眠時間を

とっているといえるでしょう。

　あなたにとって最適な睡眠時間は何時間ですか。

睡眠には「脳の睡眠」と ｢ 身体の睡眠 ｣ があります。

一晩のうち、ぐっすり眠る深い眠り「脳の睡眠」は

前半、夢を見る浅い眠り「身体の睡眠」は後半に現

れます。これらの睡眠がバランスよくとれると翌日

は快適に過ごせます。

　お酒を飲むと良く眠れる、という人もいるようで

すがお酒による眠りは浅いうえに途中で目が覚めた

り、朝早く目が覚める事も多いものです。また、お

酒を飲み続けると量が増えたり、お酒なしでは眠れ

なくなる事もあります。適量での晩酌はいいのです

が「眠れないからお酒をのむ」事はやめたいもので

す。

【快適な睡眠時間を確保するための工夫】
（朝）	決まった時刻に起きて日光にあたりましょう。

（昼）適度な運動をしましょう。３時ごろまでに30

　分程度の昼寝はお勧めです。

（夜）寝る前のコーヒー、紅茶は控えましょう。満	

　腹でも空腹でもなくほどほどのお腹具合で。

（入浴）ぬるめの入浴で身体を温め心身をリラック

　スさせましょう。

（寝る時）布団に入るのは眠くなってから。

（寝室）温度・湿度を快適にし、照明は小さな明か

　り程度にして自分にあった寝具を選びましょう。

今月の健康 不眠について

費　用

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２
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2月 9日（火）申

2月10日（水）申

2月12日（金）申

2月 4日（木）対

2月 5日（金）対

2月17日（水）対

2月16日（火）対

		2/２（火）

		2/３（水）

		2/４（木）

H21.9生まれの児
こ

H21.3生まれの児

H20.7生まれの児

H18.8生まれの児

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

※保健センターへの電話のかけ間違いが
大変多くなっています。よくご確認のう
え、おかけください。

保健セ
ンターからのお知らせ



２月の相談コーナー
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 行事カレンダー 行事カレンダー2月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
	

結婚相談

教育相談 消費生活相談
	

■弁護士（要予約）

　2月9日火、22日月

　13:30～16:00

■行政書士
　2月17日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

2月12日金13:00～16:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　人権問題・行政に関する苦情など

　月～金	10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけなど

毎週木曜日 10:00～15:00

※２月18日木は休止します。

場　所　役場相談室

問合せ　産業振興課商工観

　　　　光係ｔ内線175

　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～正午

場　所　福祉会館

問合せ　社会福祉協議会

　　　　ｔ (295)3111

　生活上の悩み、困りごとなど
　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から依頼された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

保健セ
ンターからのお知らせ日 月 火 水 木 金 土

１ 図歴児体 ２ ３ ４ ５ ６
・健康づくり教室
　場東公民館

・川角中学校入学
　説明会
　場川角中学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9
・つくしんぼサロン
　場保健センター
　→P20

・健康づくり教室
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・体育施設
　3月分調整会議
　場総合公園

・トレーニング機器
　説明会
　場総合公園

７ ８ ９ 10 11 建国記念の日 12 13児 図歴児体 図児 歴

・3月分総合公園
　予約日
　場総合公園

・健康づくり教室
　場東公民館

・泉野小学校入学説明会
　場泉野小学校
・川角小学校入学説明会
　場川角小学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・子育てサロン
　場東公民館

・よちよち広場
　場児童館→P9
・光山小学校入学説明会
　場光山小学校
・毛呂山小学校入学説明会
　場毛呂山小学校

・子ども映画会
　場図書館→P9

14 15 16 17 18 19 20児 図歴児体

・健康づくり教室
　場東公民館

・毛呂山中学校入学説明会
　場毛呂山中学校
・認知症講演会
　場東公民館→P14
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・健康づくり教室
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
※消費生活相談は
　休止します。

・あいあい園わく
　わくコンサート
　場東公民館→
　P16

21 22 23 24 25 26 27児 図歴児体

・健康まつり
　場保健センター
　→P19
・郷土歴史講座
　場資料館→P14

・健康づくり教室
　場東公民館

・生活習慣病予防教
　室（糖尿病予防）
　場保健センター
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・子育てサロン
　場福祉会館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・よちよち広場
　場児童館→P9
・夜間納税窓口
　場役場→P12

・東公民館ふれ
　あい文化祭
　場東公民館→P18
・おはなし会
　場図書館→P9
・休日納税・納入窓口
　場役場→P12

28 児

・東公民館ふれ
　あい文化祭
　場東公民館→P18
・休日納税・納入窓口
　場役場→P12

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所
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ＴＥＬ 049(295)2112　Ｆａｘ 049(295)0771

ＵＲＬ	http://www.town.moroyama.saitama.jp

徒然歳時記

　12月17日、NHKの昼番組「ふるさと一番」で毛呂山

町のゆずが紹介されました。番組のなかで、司会の澗
かんずいそう

随操

司
し

アナウンサーが「農業としてゆずの栽培を始めたのは、

毛呂山町が全国で最も早かった地域のひとつです」と紹介

してくれました。放送終了後、全国各地から問い合せが殺

到し、改めてテレビ放送の広報力に驚かされました。　（Y）

　甘
あまだい

鯛には「興
お き つ た い

津鯛」という呼び名が
あります。その昔、徳川家康の奥女中
に興

お き つ

津の局
つぼね

という人がいて、里帰り
の土産に甘鯛の生干しを献上しまし
た。これをいたく気に入った家康が
「この魚をこれからは興津鯛と呼ぶが
よい」と言ったので、この名が付いたと言われています。また、
頭部が大きく、著しいおでこ型をしているため「馬頭魚」と呼
ばれたり、鯛の名前がついていますが、タイ科ではないため鯛
の名にあやかる「あやかり鯛」とも呼ばれます。
　甘鯛は海底の砂の小山に横穴を掘って暮らす習性があります。
また、小型のうちはメスとして産卵しますが、大きく成長する
と、オスへ性転換（雌

しせいせんじゅく

性先熟）するというおもしろい生態もあ
ります。
　甘鯛の旬は、産卵後体力の回復した真冬ですが、水分が多く
身がやわらかいので、薄塩で身を締めてから料理をするとその
名のとおり甘味が増します。良質のたんぱく質やビタミン、ミ
ネラルがバランス良く含まれている甘鯛を使って、みなさんも
徳川家康が好んだとされる生干しの塩焼きをはじめ、昆布締め
や唐揚げ、鍋物など、様ざまな料理を楽しんでみてください。

　田
た じ ま

島　智
ともなり

成くん

　　（２歳５か月）
　智成は、お祖父ちゃ

んとお祖母ちゃんが大

好き。いつも３人で愛

犬の北斗と散歩をする

のが日課です。可愛い笑顔は、家族を元気にし

てくれるビタミン剤。今日も幸せと安らぎを我

が家に運んでくれます。皆さんお友達になって

ください。

　藤
ふ じ む ら

村　涼
す ず か

香ちゃん
　　（２歳４か月）
　運動大好き!　お手

伝いも大好き。何でも

真似しちゃうぞ‼　男

の子っぽいけど寝顔は

天使。ちょっぴりはずかしがり屋だけど気軽に

声かけてね。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

アマダイ

現在の風景

　光山小学校が建設される前の昭和４１年ごろの写真です。当時は、大小

３つの池があり、写真は線路側の小さい池で撮影されたものです。右側で

釣りをする少年は、近所の子どもたちで、奥に見える大きな池が干上がる

と、野球などをして遊んだそうです。

　現在は、光山小学校が建設され、校舎とグラウンドになっています。

ほうたん坊（池）で釣りをする少年
（昭和41年）（小室初枝さん提供）

昭和５０年代ごろまでの
昔の写真を募集していま
す。提供いただける方は、
役場秘書広報課広報広聴
係ｔ ( ２９５) ２１１２
内線３３２までご連絡く
ださい。

募 集 中

人口 36,783 人 ( － 63 人 )
【男18,352人(－35人)　女18,431人(－28人)】
世帯 15,636 戸 ( － 37 戸 )
※平成 22 年 1 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比


	1
	2-3
	ｍ-2010-01-p02
	ｍ-2010-01-p03

	4-5
	ｍ-2010-01-p04
	ｍ-2010-01-p05

	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12-19
	ｍ-2010-01-p12-2
	ｍ-2010-01-p13-2
	ｍ-2010-01-p14
	ｍ-2010-01-p15
	ｍ-2010-01-p16-2
	ｍ-2010-01-p17-2
	ｍ-2010-01-p18
	ｍ-2010-01-p19

	20
	21
	22

